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東日本大震災被災地における公立看護系大学の
学生災害ボランティア活動の実態と課題

－今後の学生災害ボランティア活動とその支援の考察－
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１．はじめに
石川県立看護大学（以下，本学）での学生災害

ボランティア活動は，宮城県亘理町において平成
24 年３月から活動しており，平成 28 年３月まで
に計 10 回，学生のべ 130 人が参加している．公
立大学協会が公立大学全 81 校（当時）に対して，
平成 23 年に「学生復興支援活動への各大学の取
組に関する調査」を照会した結果，平成 23 年 12
月 27 日時点で学生ボランティアを派遣している
と回答した大学は 35 校であった �1）．公立大学は
地方公共団体が設置・管理するという性格から，
地域社会での知的・文化的拠点として中心的役割
を担い，地域における社会貢献が期待されてお
り �2），本学においてもその地域貢献の一つとして
被災地支援や地域防災活動に取り組んでいるとこ
ろである．

大学のボランティア活動継続の課題として，運
営体制や資金確保が指摘されている．野津ら
は �3,�4），活動の立ち上げや外部との連絡調整・連携，
予算確保，学生との活動の共有と継承，活動時間
の確保等を学生ボランティア団体の発足時から活
動継続への課題や困難として挙げている．日本学

生支援機構の調査（2009）�5）では，不十分な学内
の運営体制，学生・教職員の理解と関心の薄さ，
予算の確保等の課題を報告している．研究者らの
先行研究 �6）においても本学の学生災害ボランティ
ア活動の課題として過密な大学カリキュラムによ
るボランティア活動日確保の困難，活動場所が遠
方のため活動回数が限られること，活動資金の確
保，学生の関心低下など同じ課題を挙げている．

東日本大震災から５年が経過した現在，本学と
同じ公立看護系大学における被災地支援活動を把
握し，本学における学生災害ボランティア活動の
課題や困難を解決して今後も継続的に学生災害ボ
ランティア活動を展開する方法の一助を得たいと
考えた．そこで本研究は公立看護系大学の学生災
害ボランティア活動の実態と課題を調査すること
を目的とし，本学の学生災害ボランティア活動の
方法やその役割，大学や教職員によるボランティ
ア活動支援を考察した．

なお，本学における学生災害ボランティア活動
は現在，東日本大震災被災地で実施しているため，
本研究においても同様に東日本大震災に関連した
学生災害ボランティア活動に焦点を当てて調査し
た．

概　要
　本研究は東日本大震災被災地における公立看護系大学の学生災害ボランティア活動の実態と課題を
調査することを目的とし，今後の学生災害ボランティア活動の方法や大学による支援を考察した．公
立看護系大学 47 校を対象に学生災害ボランティア活動について質問紙調査を実施した結果，14 校（回
収率 29.8％）から回答を得た．学生災害ボランティア活動をしている大学６校のうち，大学・学生主
体の活動３校，大学外主催の活動３校，学生個人の活動４校であった．内容は住民との交流や健康教
室の開催，清掃，募金活動等であり，学生は社会人として必要な人間力，社会性や協調性等の学びを
得ていた．課題は，活動資金，安全性，活動日・時間の確保，学生の意思の希薄さ等であった．各大
学は活動資金確保や地域活動等を工夫して継続的に学生災害ボランティア活動をしており，大学の教
職員は学生災害ボランティア活動をサポートし，活動費用の確保等の支援をする役割があると考える．
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２．方法
２．１　調査方法

看護学部または看護学科を有する公立大学全
47 校（平成 27 年時点・本学は除く）を対象として，
無記名式質問紙調査を郵送し，看護学部または看
護学科の看護学生ボランティア活動に関係してい
る教職員に回答を依頼した．調査期間は平成 27
年７月である．

２．２　調査内容
本調査では大学における学生災害ボランティア

活動の概要を把握するために研究者らがこれまで
の学生災害ボランティア活動や関連学会等を通し
て情報収集した内容をもとに研究者らでその調査
内容と項目を検討した．調査内容は，①回答者の
職種と学生災害ボランティア活動との関係性，②
学生災害ボランティア活動の参加有無，③活動形
態や内容，期間，活動頻度，④大学および教員の
関わりや支援内容，⑤活動資金，⑥学生の学び，
⑦課題，問題点，⑧今後の活動の方向性・展開に
ついての意見である．いずれも選択肢および自由
記載で回答を求めた．②学生災害ボランティア活
動に「参加していない」と回答した場合は，⑦お
よび⑧の意見の記載を求めた．なお，東日本大震
災後の被災地における学生災害ボランティア活動
を幅広く展開している大学はできるだけその活動
形態ごとに具体的な回答をするよう依頼した．

２．３　分析方法
学生災害ボランティア活動の有無と活動形態や

内容，期間，活動頻度は集計し，記載内容は表に
まとめて内容ごとに概観した．

２．４　倫理的配慮
本調査は石川県立看護大学倫理委員会の承認を

得て実施した（看大第 416 号）．調査協力の依頼
文には，調査の回答は各大学の自由意思であり，
調査用紙への回答と送付をもって同意を得たもの
とすること，回答後もいつでも同意の取り消しは
可能であること，回答の送付がない場合も一切不
利益はないこと，データは統計的に処理し，厳重
に管理することを明記した．また回答は無記名で
あり，所属や個人は特定されないことを明記した．

３．結果
３．１　対象者の属性

公立看護系大学 47 大学に調査をしたところ，

14 大学から回答を得た（回収率 29.8％）．回答者
の職種は，大学教員が５大学（35.7%），大学職
員が７大学（50.0%），無回答が２大学（14.3%）
であった．回答者の学生ボランティア活動への関
係については，教員はサークル顧問２名，委員会
担当１名，日本災害看護学会員１名，防災教育研
究センター所属１名であり，職員はボランティア
等事務担当４名，委員会担当２名，学生生活事務
担当等１名 であった．

３．２　�学生災害ボランティア活動と方法，学生
の学び

学生災害ボランティア活動の参加について，「参
加している・していた」６大学（42.9%），「参加
していない」２大学（14.3%），「わからない」５
大学（35.7%），無回答１大学（7.1%）であった． 

学生災害ボランティア活動をしている６大学の
活動形態，内容，期間，頻度，教員の関わり内容，
活動資金の調達方法，学生の学びを表１に示す． 

活動形態について，大学主体のゼミ活動や大学・
学生主体のサークル活動（以下，大学・学生主体
の活動）が３大学（A，B，C）（21.4%），大学外
主催のボランティア活動が３大学（A，D，E）

（21.4%），学生個人の活動が４大学（A，B，E，F）
（28.6%）であった（複数回答あり）．

活動内容は，大学・学生主体の活動の３大学（A，
B，C）は，支援物資の送付や被災地の特産物の
販売，募金活動，健康イベントを開催し血圧測定
や足浴等の実施，農業 ･ 漁業復興支援活動，がれ
き撤去活動などを行なっていた．大学外主催のボ
ランティア活動や学生個人で参加の２大学（D，E）
では，大学コンソーシアム主催の復興支援ボラン
ティアやボランティアプロジェクト等に参加し，
住民や子どもとの交流会やがれき撤去等を行なっ
ていた．

活動期間と頻度は，大学・学生主体の活動の３
大学（A，B，C）ではいずれも東日本大震災後
から活動を継続しており，２大学（A，B）は年 2,
３回程度，C 大学は定期的に週 2, ３回活動して
いる．学生個人の活動は，単発の活動や具体的な
回数は確認できていない大学（E，F）があった．

教員の関わりでは，大学・学生主体の活動の３
大学（A，B，C）では教員は事前調整や企画や
運営について学生の相談にのったり一緒に活動し
たりしており，学生個人の活動の E 大学は委員
会用務としてボランティア活動の啓発や情報提供
し，大学外主催の活動の D 大学は関与していな
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かった．
活動資金の調達方法では，大学運営費（C），

後援会費（D），外部助成金（B，E），大学外主
催者負担（C）のほか，学生の自己負担（B，F）
があった．

学生の学びとして，社会人として必要な人間力
（D），社会性や協調性（A），コミュニケーショ
ンやプレゼンテーションスキルの向上（B，C），
企画力や実践力等の学びや将来の自分の職業を考
えること（B，C，D），ボランティアの意味や意
義を理解すること等（B）を得ていた．

３．３　�学生災害ボランティア活動の課題や問題
点および今後の活動予定

各大学における活動の課題や問題点と今後の活
動予定について記載があった 11 大学の内容を表
２に示す．

課題や問題点について，５大学（A，B，G，H，
J）が旅費等の活動資金に関すること，３大学（E，
G，I）が学生に対する活動の安全性の確保，２
大学（H，J）が活動日程，時間の確保の困難，
ほかに I，J 大学は学生のボランティア活動に対
する意思の希薄さや活動参加へのきっかけづくり
の工夫，B 大学は活動への支援減少，E 大学は大
学外のボランティア活動団体に対する信頼性を挙
げていた．

今後の活動予定は，大学 ･ 学生主体で現在も活
動している大学（A，B，C）は，これからも継
続して活動するとしているが，G 大学では活動日
の確保が困難であること等から活動の推進は難し
いと回答していた．大学外主催の活動のみに参加
していた D 大学は，今後学生による学内ボラン
ティアの活性化やそのための体制づくりとして中
心となる学生リーダー育成を予定していた．活動
内容として，A,B 大学は，被災地物品の販売，募
金等や被災地での活動から大学所在地域での活動
にシフトして継続して行なう，これからも学生主
体に任せる（F），学生ボランティア支援基金を
設ける（J），学生が希望する活動と被災地関係者
との調整（E），安全性の確認（H），学生に対す
るボランティア活動をするための教育等の考え

（K）が挙げられた．

４．考察
４．１　学生災害ボランティア活動の状況

学生災害ボランティア活動をしている６大学の
うち，３大学（A，B，E）が複数の形態での活

動があった．奥山ら �7）の報告によると，看護学
生のボランティア活動のきっかけとして「大学の
サークル活動などで参加する」ことが多く，荒木
ら �8），道廣 �9）らの調査では，ボランティア活動を
行なっていない理由として多くの学生が「きっか
けがない」「機会がない」と回答していることが
報告されている．A，B 大学のように大学内で大
学主体の活動と学生主体の活動が企画されること
は，学生がボランティアに対する関心を高め，災
害ボランティア活動に参加する機会が広がり，実
際に参加につながるきっかけになるのではないか
と思われる．

４．２　�看護学生によるボランティア活動とその
学び

看護学生のボランティア活動からの学びとし
て，香春ら �10）は人々や地域への理解を深め自ら
の職業意欲を高めること，活動に対する責任，ボ
ランティア活動のあり方を報告しており，中島
ら �11）はコミュニケーションの難しさや住民の
ニーズをとらえる努力，看護過程と同じ問題解決
思考の必要性を考察している．本調査の結果より
C 大学での看護学生という特長を生かした健康支
援等の活動は，学生は将来の看護職としての職業
観を見つめつつ，人間力，企画・実践やコミュニ
ケーション能力を学び，自己の成長も感じている
のではないかと考えられる．

また，A，B，D，E 大学が行なっていたがれ
き撤去や生活物資支援等の一般的な災害ボラン
ティア活動は，今まで接触する機会が少ない業種
との協同作業の経験を含めて課外活動でしか体験
できないことである．本調査の A，B，C，D，
E 大学の学生の学びの結果から，ボランティア活
動を通して学生らが協調性や社会性，人間力，コ
ミュニケーション力，広い視野で考える等の学び
を得ていることが認められ，ボランティアの理解
や自己の経験値の拡大につながっていると考え
る．小林 �12）は「ボランティア活動を通じて学ぶ」
ことは自己効力感，自己肯定感を得ること，様々
な社会問題や，人との関わりについて経験を通じ
て学んでいくこと等を述べており，野津ら �5）も，
社会活動・集団活動能力の向上，コミュニケーショ
ンの意義と技能等の学びを示している．

４．３　�大学教職員によるボランティア活動支援
の役割

ゼミ活動で取り組んでいる A 大学の教員はゼ
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表 2 学生災害ボランティア活動における課題や問題点および今後の活動予定 

大学※ 課題や問題点 今後の活動予定 

A ・現地に行くボランティア活動をする際の

活動資金 

・具体的に活動予定はないが，今後も復興に向けてできる範

囲内で活動を続けていきたいと考えている（被災地の物を売

り募金するなど） 

B ・旅費などの費用の工面 

・ボランティア活動への支援減少 

・東日本の支援から地域活動にシフト（前項目の理由から）

・継続して活動について大学として支援する 

C なし 
・まだ仮設の方も多くいる状態であり，引き続き継続してい

く予定 

D 
・ボランティア活動に興味はあるが参加ま

でには至らない学生に対するきっかけづく

りの方法について工夫がされればと考えて

いる 

・今後，学生による学内ボランティア（障がい学生に対する

支援）を活性化させたい 

・そのための体制を整え，活動の中心となる学生リーダーを

育成する予定としている 

E ・ボランティア活動支援委員会として，募

集団体の信頼性，活動の安全性 

・被災地のボランティアセンターと協議して求められる活動

内容と学生の希望とが適合するよう調整して行なうのが望

ましいと考える 

F なし ・大学は情報提供のみ行い，学生主体に任せている 

G ・ボランティア活動の安全性の確保 

・旅費+宿泊費などの必要経費の負担 

・ボランティア活動の重要性は理解しているが，授業時間数

などからさらに活動を推進していくことは難しいと考えて

いる 

H 
・長期にわたる実習があるため，日程の確

保が難しい 

・遠方に行くには交通費が負担となる 

・東日本大震災の際には，教職員による現地での支援活動を

行った 

・今後災害が起こった場合，現地の安全を確認したうえで，

教職員に同行する形で行うことも良いのではないかと思う 

I 
・遠方である 

・学生の安全面の確保 

・自ら積極的に遠方にボランティアへ行こ

うとする意志の希薄さ 

― 

J 
・学生の時間と旅費などの捻出が難しく限

界があり，一部の学生，サークルの自己負

担になっている，そうならざるを得ない状

況である 

・残念ですが，学生の主体性に任せている 

・後援会や同窓会など活用した学生ボランティア支援基金を

設けたい 

K なし 

・特に制限は設けていないが（かつて自分が災害看護ボラン

ティア経験あり）安全面での自己責任による保全が現代っ子

（より思春期に近い）に可能か否か検討すると，多くの問題

解決すべき事項あり 

・自分の責任で自由活動がきちんとできるレベルでボランテ

ィア活動できるようにどう教授すべきか（いつ時間をとるか

など） 

※大学 A～E は表 1 と同大学を示している． 
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ミ活動の学習目標に沿って教育的に関わる中で，
学生の相談にのったり一緒に活動したりしている
ことから，学生は教員に随時相談することが可能
であり，その際教員は学生の学びや不安に気付き，
必要時サポートできると考えられる．A，B 大学
の学生主体災害ボランティア活動にも教職員が関
わっており，学生にとって教職員の存在やサポー
トは心強いのではないかと思われる．川瀬 �13）は，
学生が継続的にボランティア活動を展開するに
は，学生の主体性を尊重しながら，教員が適切に
関わり，学生の視野を広げ，知識や技術の向上に
重要な役割を果たすことが必要であると述べてお
り，伊東ら �14）は学生の不安や悩みに対するサポー
トの重要性を考察していることからも，教職員は
できる限り学生災害ボランティア活動をサポート
する体制や学生らが随時相談できる関係づくりが
大切であり，それによって学生の学びが深まると
考える．

活動の課題や問題点について，研究者による先
行研究 �6）で挙げた課題と同様の内容として，活
動資金に関すること，活動日程，時間の確保の困
難，学生のボランティア活動に対する意思の希薄
さが本調査でも確認できた．そのうち，活動資金
や活動日程，時間の確保の困難については，公立
看護系大学は公立大学であること，単科あるいは
小規模大学が多いこと，看護学学修カリキュラム
が過密であること，看護学演習・実習があること
などから共通して抱える課題ではないかと考え
る．具体的な予算確保の手段について，野津
ら �3,�4）は，予算確保の必要性や困難，その方法の
重要性の認識や能力が乏しい学生に対して教員に
よる支援が重要だと述べている．B，D，E 大学
のように活動資金助成を得るためには，学生や教
職員は具体的な活動計画やその成果を示すこと，
加えて教職員の役割として学生に対する教育的な
意義を示す必要があると考える．本調査において
A，B，C，D，E 大学から学生の学びの回答が得
られているように，教職員は学生の学びと成果を
把握できているため，それらを十分示すことが可
能である．本学での学生災害ボランティア活動は
当初は大学から資金助成を受けていたが，サーク
ル設立を機に教員が主体となって予算確保に努
め，外部財団助成金や学内研究助成を申請し，そ
れを活動資金に充てることで継続して活動するこ
とが可能となっている．そのためには研究者らは，
助成申請が可能な外部資金の情報を得ること，大
学内外での学生災害ボランティア活動の成果報告

や活動研修会，関連学会への参加機会を積極的に
得る努力をしているところである．

また，遠方から東日本大震災被災地に出向いて
いる大学は時間的な困難と交通費等の活動資金の
問題が重なり，活動の継続を難しくしていると考
えられる．その中で募金等の直接被災地に出向か
なくてもできる活動を行なったり大学所在地域で
の活動等に取り組んだり，いろいろ工夫している
ことが分かった．今後の活動案として，被災地で
のボランティア活動の経験を活かして，地域の防
災意識の向上のために大学所在地域での防災関連
活動への参加や大学，地域住民と合同ボランティ
ア活動交流会等の企画，外部組織主催のボラン
ティア活動や研修会に積極的に参加すること等が
考えられる．

さらに，学生の災害ボランティア活動の安全性
の確保については，可能な限り教職員による情報
収集，外部団体や現地との連絡調整，ボランティ
ア保険の加入勧奨，学生に対する事前の安全確認
の指導等が必要であると考える．また，大学の職
員がボランティア活動を希望する学生が活動でき
るように被災地のボランティアセンターとの調整
を図ることは，学生が有効に時間を活用でき，安
全性も担保できることに繋がり，学生が積極的に
ボランティアに参加することを後押しすると考え
る．

５．研究の限界
本調査の回収率は 29.8％（14 大学）と低く，

公立看護系大学における学生災害ボランティア活
動の全体的な実態や課題を把握できていないた
め，今後も引き続き本学の学生災害ボランティア
活動を通して他大学のボランティア活動の情報収
集を行ない，その実態や課題の把握に努めていき
たい．
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The Issues and Realities of Student Disaster Volunteer Activities 
at Public Nursing Universities in Areas Affected by the Great East 

Japan Earthquake: A Discussion on Student Disaster Volunteer 
Activities and Support for Them Going Forward

Shiho SONE，Masashi TAKEYAMA，Masayo KANAYA，Shizuko HAYASHI，
Kazuko ISHIGAKI

Abstract
　This study investigated the issues and realities of disaster volunteer activities conducted by 
students at public nursing universities in areas affected by the Great East Japan Earthquake. 
Accordingly, the methods that can be used for student disaster volunteer activities going forward 
and the support provided by universities were analyzed. A questionnaire about student disaster 
volunteer activities was sent to 47 public nursing universities, and responses were collected from 14 
universities (response rate 29.8%). Of  the six universities that responded that student disaster 
volunteer activities were being conducted, three responded that the activities were mainly 
organized by universities/students, three universities responded that the activities were sponsored 
by non-university organizations, and four universities responded that the activities were conducted 
by individual students. The volunteer activities included interacting with citizens, holding health 
education classes, cleaning, or organizing fundraising activities. Through these activities, the 
students were able to learn social skills , cooperativeness, and the interpersonal skills necessary for 
working adults. The issues regarding the activities that were brought up were funding, safety, 
guaranteeing days and times for them, and a lack of student desire. Currently, student disaster 
volunteer activities at universities are being continuously conducted while ascertaining the manner 
in which funds can be guaranteed and determining the regional activities to organize; thus, support 
for volunteer activities, such as consultations offered to students by university teaching staff and 
guarantee of necessary funds, is necessary.

Keywords　�student disaster volunteer activity, support for student disaster volunteer activity, 
public nursing university, the Great East Japan Earthquake


